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   The objective of this study was to understand how assistant nurses working in social welfare 
and clinical settings perceive the nursing profession, and to get their views on nursing care from a 
professional standpoint. Data collected through individual interviews of 12 participants were analyzed 
using qualitative inductive analysis. A total of 83 codes were identiﬁed and grouped into 18 categories.
   The analysis showed that assistant nurses working in social welfare and clinical settings not only 
utilized nursing knowledge learned in school, but also applied prior work- and life-related experiences 
in their jobs. In terms of work duties, they were aware that there was no distinction of duties between 
assistant nurses and registered nurses, and hence felt they lacked knowledge and were weighed down 
by the responsibilities.
   As for career aspirations, assistant nurses in the clinical setting were aiming to obtain their 
registered nurse licenses by accumulating work experience in the ﬁeld. On the other hand, assistant 
nurses working in the social welfare setting were eager to gain knowledge required in the nursing 
profession; however, they were less interested in getting their registered nurse licenses.
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護従事者は増加しており，2004年は約 1, 002, 000
人 で あ っ た が 2013年 に は 約 1, 765, 000 人 と な




者数が年々増加し，2005年に 1, 234, 598 人であっ
たが 2014年には 1, 506, 380 人になり，9 年間で約
1. 22 倍に増加した．看護師・准看護師を別に見
てみると，看護師は 2005年に 822, 913 人，2014
年には 1, 142, 319 人であり，9 年間で約 1. 39 倍
に増加した．一方，准看護師は 2005年に 411, 685
人，2014年には 364, 061 人であり，看護職（看護
師および准看護師）数が増加しているにもかかわ
























者としていたが，2018年 4 月 1 日より現行の10年








数である倍率の平均は，2008年度は95. 7％（ 1. 7
倍），2011年度は92. 8％（ 3. 0 倍），2013年度は

















診療所15. 9％，訪問看護ステーション 3. 2％，居




7. 3％，介護老人保健施設 6. 2％，介護老人福祉



















上・田中 2016，田中・宮上 2015，河野 2014）を
除くと10件であった．
　1994年以降の准看護師問題の政策過程を分析し
た論文が 1 件（野村 2014），准看護師の能力など
を含む准看護師の現状と課題に関する論文が 3 件
（渡瀬ら 2014，松永 2012，白井 2009），看護師と
の連携等に関する准看護学生の認識について明ら
かにした論文が 1 件（山﨑 2012），准看護師とし
て働きながら通信課程で学ぶ者を対象とした論文
が 3 件（逢坂 2008，中島ら 2008，狩谷ら 2008）
であった．また，准看護師のキャリアに関する論
















































































歳代 4 人，40歳代 3 人，50歳代 3 人であった．ま
た，性別では男性 1 人，女性11人であった（表
1 ）．面接時間は42～87 分で，平均約54分であっ
た．所属先の経験年数は 5 ヶ月～10年，平均 4. 3
年，現在の所属先での経験以外も含めた看護職経



































Ａ 女性 28 病院（精神科） 2 年 8 年 有：看護助手 56分
Ｂ 男性 43 障害者支援施設 8 年 15年 有：サラリーマン，左官など 60分
Ｃ 女性 26 病院 5 ヶ月 8 ヶ月 有：看護助手 53分




Ｅ 女性 31 クリニック 4 年 4 年 有：介護職，看護助手 48分
Ｆ 女性 30 障害者支援施設 3 年 5 年 有：看護助手 48分
Ｇ 女性 47 介護老人福祉施設 1 年 10年 有：公務員，サービス業など 42分
Ｈ 女性 31 病院（精神科，認知症） 7 年 7 年 有：接客業，看護助手など 43分
Ｉ 女性 33 病院（精神科，認知症） 9 ヶ月 9 ヶ月 有：一般企業，看護助手 44分
Ｊ 女性 50 障害者支援施設 8 年 29年 なし 87分
Ｋ 女性 48 障害者支援施設 2 年 20年 有：サービス業など 61分


























































































注： 語りのあった対象者は表 3 の右端にＡ～Ｌで示した．表 1 で左端に示した対象者に対応したアルファベットＡ
～Ｌである．下線を入れたアルファベットは，対象者の所属先が福祉現場（介護老人保健施設，介護老人福祉施
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